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インスピレーションになろう

PRESIDENT INFORMATION
ౖᶋஉଢ଼கர୫ 会長：山本隆一

事務所：〒534-0026 大阪市都島区網嶋町9番１０号　太閤園内
電話：06-6357-8171 ファックス：06-6357-8011
例会日：毎週火曜日　12時30分／例会場：太閤園
会長：山本隆一／幹事：源壽美子／SAA：山崎修一
電子メール；rcosatrm@cf.mbn.or.jp
ホームページ：http://rc-osaka-tsurumi.jp/

大阪鶴見ロータリークラブテーマ「もっとエモーショナルなクラブへ」

（２ページへ続く）

われらがロータリー ラ  ノビア

〈第1629回〉 2019年4月23日（火） 本年度第33回 5月7日（火）

担当：大草会長エレクト

（２ページへ続く）

母子の健康月間

担当：山崎会員

出席強化イベント例会
「令和」時代に根をはる？」
３つのビジネスモデル

次年度について

政府は平成31年4月9日、5年後を目途に日本銀行券のデ
ザインを一新すると発表しました。本日は新壱萬円札の肖像
となる渋沢栄一についてお話したいと思います。渋沢は日本
資本主義の父と呼ばれ、みずほ銀行の前身である第一国立銀
行、東京海上火災保険、王子製紙、東京ガス、キリンビール、
サッポロビール、東急電鉄、太平洋セメント、帝国ホテル、東洋
紡など、約500の企業の設立に関わりました。また、早稲田大
学、慶応義塾大学、日本女子大学、一橋大学など、約600の教
育機関 ･社会公共事業の設立を支援しました。実は、渋沢は
二宮尊徳を師と仰ぎ、尊徳の教えを実践した実業界の第一人
者といわれています。渋沢は尊徳の教えについて次のように
述べています。
「私は、あくまでも尊徳先生の遺されたる四カ条の美徳（至
誠、勤労、分度、推譲）の励行を期せんことを希うのである。ま
ず至誠は、何をやっても必ず基礎とならねばならぬものであり、
至誠は実に大きな力で、至誠をもって事にあたるときは、単に
知力、武力をもってするよりも幾倍効果があるものである
………利益や富そのものは不道徳ではなく、道徳と経済は一

二宮尊徳を師と仰いだ渋沢栄一

致するものである」
そして、商業を営むにあたっての心構えについて次のよ

うに述べています。
「商業において絶対に忘れてはならないことは『公益』と

『私益』のあり方についてである。ややもすれば世界では、
商業は私益のためという解釈が一般的とされているようだ
が、これは間違いである。商業における公益と私益は一つ
である。公益はすなわち私益、私益はすなわち公益、私益
よく公益を生ず。公益となるほどの私益でなければ、真の
私益とはいえぬ」
この中で渋沢は、尊徳同様、何をするにも大きな力を生

む源泉は真心を尽くすことであり、ビジネスにおける利益
は、自分の利益と世の中の利益が一致したものでなくては
ならないと教えています。そして、道徳と経済の融合が重要
だとして、「道徳経済合一説」という理念を打ち出します。
「道徳経済合一説」の中で渋沢は、倫理と利益の両立を掲
げ、経済を発展させ、利益を独占するのではなく、国全体を
豊かにする為に、富は全体で共有して社会に還元すべきと
説いています。渋沢はこの「道徳経済合一説」をもって日本
の実業界に道徳を浸透させました。道徳を基軸とした資本
主義を日本に根付かせた渋沢の偉業は、日本の経済界・産
業界の永続的な発展に大きく貢献したと私は思います。



（１ページより）

￥3，０００.-　　　　累計　￥838,０００.-

￥9，０００.-　　　　累計　￥231，０００.-

秀 島 会 員 たくさんのお祝いメッセージ有難うご
ざいます。まだまだガキです。いよいよ
これからです。！！

菊 井 会 員 ４月１３日（土）内閣総理大臣主催の
「桜を見る会」に招待されて、夫婦で新
宿御苑に行ってきました。総務省の推
薦枠で。菅官房長官と２ショットを撮
りたい人の長蛇の列にはびっくりしま
した。

田 中 会 員 皆さんにロータリー財団のご寄附をお
願いしております。もう少しで１００
％達成となりますのでよろしくお願い
いたします。

小 山 会 員 先週例会欠席のお詫び。妻と信濃路
の春を満喫してきました。

秀 島 会 員 飲み屋のツケもあまり無いけど、希人
の実感は無いかな！杜甫！酒債尋常行
處有　人生七十古来稀・・・

04月23日（火） コーラス同好会練習日
03月30日（火） 休会

幹事：源 壽美子幹事報告

1.ロータリー財団委員会より寄附のお願いを致しま
す。
1人150ドルの予定で100%達成まであと少しで
す。御寄附方よろしく お願いします。

2.マルチプル・ポール・ハリス・フェローバッヂが山
崎会員に届いています。会長よりお渡しください。

3.マルチプル・ポール・ハリス・フェローに近い会員
が3名程見受けられます。頑張って今期中にマル
チプル・ポール・ハリス・フェローになって頂くよう
お願い致します。

また、尊徳の教えである推譲、すなわち、自分の持ってい
るものを他人に譲るという教えについても次のように述
べています。
「推譲については、如何に自ら苦心して築いた富でも、
自己一人の専有だと思うのは大いなる見当違いだ。人は
唯一人では何ごともできない。国家社会の助力によって
自らも利している。もし国家社会がなければ、何人も満足
しこの世に立つことは不可能である。これを思えば、富み
の度を増せば増すほど社会の助力を得ているのだから、
この恩恵に報いるのに救済事業を以ってするごときは当
然の義務で、できるかぎり社会のために協力しなければ
ならぬと思う」
渋沢の功績は経済分野だけに留まりません。日本と米
国の関係が悪化した際には、友好関係を回復させようと
民間外交に乗り出します。1909年には、数カ月かけて米
国の53都市を回り、米国の政治家をはじめ、エジソンや
ロックフェラーといった著名人と精力的に会談しました。
また、ハーバード大学、エール大学といった米国の主要
大学、教会、福祉施設などを訪問するなど、相互理解の促
進に尽力します。こうした功績が認められ、渋沢は民間外
交の先駆者ともいわれています。渋沢は生涯、自分の財
閥を作ろうとはしませんでした。渋沢がめざしたのは自分
自身の富や名声ではありません。彼がめざしたのは日本
が欧米列強国の植民地とならぬよう国力を高めることで
あり、人々の暮らしを便利にすることであり、人々の幸福
や富に永続性を持たせることです。これはロータリーの
奉仕の理想そのものだと思います。渋沢は職業人のお手
本であり、日本国の紙幣の肖像に採用される初の経済人
に相応しい人物だと私は思います。

＜前回からのつづき＞

＜次回に続く＞

委員長：田中信明Ｒ財団委員会報告

ロータリー世界大会あれこれ
佐藤　俊一

２０１６年はソウルで開催され、当クラブも高木団
長？のもとツアーで出かけたのは記憶に新しい。実は韓
国へ行くのは私は初めてであり近場だからいつでもいけ
るとおもいつつ今日まで来た。（１９８９年にもソウル大
会があって当時の大阪鶴見ロータリークラブの会員も何
人か参加されている。）
ソウルに着いて最初に印象に残ったのはどこに行って

もハングル文字ばかりで漢字はおろか英語も少なく、ハ
ングル文字を理解しなければ独り歩きできない気がし
た。近頃の日本での過剰すぎる外国語表示と対照的にお
もえた。



1 9 9 3年6月 荻原興行株式会社入社
※営業として顧客の管理、新規開拓
と営業職の始まりとなる

1998年5月 株式会社フロンティア入社
※クルマの販売等の営業を通して、
一般顧客との営業の楽しさを知る

2000年3月 ニュージーランド留学
※日本車の輸出入に取り組む

2001年5月 株式会社カレント入社
※仕入れ、顧客管理など多岐に渡り
営業と管理職としての職務を経験

2012年5月 株式会社リレーション・ラボ設立　
現在に至る

2004年10月 株式会社マックル入社
※広告代理店の営業として、顧客に
より深く入り込んだ営業に特化し、
より顧客のために仕事がしたいと考
え、自己啓発など様々なコミュニ
ティに参加し勉強をする

1973年8月生まれ。

以上、簡単ではありますが、時代背景と一緒に紹介。

担当：佐藤会員

事業開始の動機
これまでの経験から、対話する顧客の悩みは往々に

して共通することが多く、自己理解の洞察力（問題解
決）にあると思います。
私自身が専門的な知識を持つことによって顧客の
力になれるならと思い、キャリア・コンサルタントの勉
強を始めるが、進めるうちに深く人の人生に関われる
この職業に次第に魅かれる。
自分の知識が多くの人の支援へつながることは私
が理想とする「Win Win」の構築を可能とするもので

4月16日【1628回】

会員数　 　 　 　 33名

（内出席規定免除 12名）

出席会員   21名中  11名

出席免除会員  12名中  7名

出 席 率 18/28  64.29%

ビジター　　　　 1名

ゲスト　　　　　 0名

出席総数　　　　 19名

前々回  4/2  Ｍ/Ｕ 0名

修正出席率 75.00%

担当：水口敦司会員

イニシエーションスピーチ

経歴（プロフィール）

ある。　
社会のニーズ及び労働者ニーズに即した活動には
使命感を感じ、貢献したいと思うようになりました。
　労働人口の現象による国力の低下には今後の不透
明感を連想します。
　次の世代へ健全な形でバトンタッチするためにもま
ずは、国内の企業が継続可能な事業にするため企画
提案が必要なこと、
また次の世代が安心して労働でき、自己概念を実現す
るための社会を作る事で貢献していきたいと思い、開
始いたしました。

経営理念、経営方針
仕事を通してキャリアの形成など、持続可能な企業

の提案と健全な社会環境を作ることに尽力を注ぎ、次
の世代へ健全な世の中を受け継げる社会になるよう
に貢献していきたいと思います。
自己概念の認識と課題を明確にし、各々が本来持って
いるポテンシャルを引き出し、 クライエント及び取引
会社が自己実現できるよう一緒に考えていける関係を
構築していきたいと考えています。
また、スキルアップが必要な業界であるため、常日
頃より幅広い知識、情報収集に努めていきます。




